
１０月の納税

納税には便利な口座振替を
ご利用ください

税目

納期

国民健康保険税(１０月分)

１１月２日(月)

市県民税(３期)

件数・・・        
死者・・・        
傷者・・・       

運転中 見逃さないで 小さな手運転中 見逃さないで 小さな手

（   ）内前年同期対比

交通事故発生状況
（９月３０日現在）
交通事故発生状況
（９月３０日現在）

３８８人
２人

５００人

（＋４８）
（±０）
（＋６５）

　
市
・
県
民
税
の
特
別
徴
収
と

は
、
納
税
義
務
者
で
あ
る
給
与

所
得
者
（
従
業
員
）
が
個
々
に

納
め
る
べ
き
税
額
を
、
給
与
支

払
者
（
事
業
所
）
が
毎
月
の
給

与
支
払
時
に
徴
収
し
、
市
に
納

入
す
る
制
度
で
す
。

　
未
実
施
の
事
業
所
は
、
市
・

県
民
税
の
特
別
徴
収
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※

地
方
税
法
で
は
、
事
業
所
は

　
原
則
と
し
て
従
業
員
の
市
・

　
県
民
税
を
特
別
徴
収
に
よ
り

　
納
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

　
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
特
別
徴
収
に
よ
る
効
果

○
納
税
義
務
者
が
納
税
の
た
め

に
金
融
機
関
や
市
役
所
に
出

向
く
な
ど
の
手
間
を
な
く
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
特
別
徴
収
で
は
、
年
１２
回
に

分
け
て
納
税
す
る
た
め
、
納

税
義
務
者
の
１
回
に
納
め
る

税
額
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま

す
。

わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課

　
固
定
資
産
税
土
地
係

　
内
線
５
１
７
１

　
固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
は

１
月
１
日
で
す
。
固
定
資
産
税

は
１
月
１
日
現
在
の
状
況
に
て

課
税
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
２２
年
度
課
税
に
向
け
た

適
正
評
価
を
行
う
た
め
、
こ
れ

か
ら
年
末
に
か
け
て
「
固
定
資

産
評
価
補
助
員
証
」
を
携
帯
し

た
担
当
職
員
が
現
地
調
査
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
本
年
中
に
家
屋
が
無
く

な
っ
た
り
、
土
地
の
利
用
形
態

が
変
わ
る
と
土
地
の
税
額
も
変

市・県
民
税
の
特
別
徴
収

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
南
ア
ル
プ
ス
国
有
林
を
ニ
ホ

ン
ジ
カ
の
被
害
か
ら
守
る
「
樹

皮
ネ
ッ
ト
の
取
り
付
け
体
験
」

と
「
治
山
工
事
や
伐
採
の
見
学

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
南
ア
ル

遠
山
郷
の
国
有
林

体
験
・
現
地
見
学
会

　
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
日
時
　
１１
月
２３
日
㈷

　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

▼
場
所
　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
東
栄
町
）

※

Ｊ
Ａ
み
ど
り
の
広
場
（
鼎
東

鼎
）
駐
車
場
か
ら
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
勤
労
者
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
　
産
業
振
興
支
援
課

労
政
雇
用
人
材
誘
導
係

　
☎
０
２
６
５（
５
３
）６
０
７
８

第
12
回
勤
労
者
ま
つ
り

固
定
資
産
税
現
地
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

○
徴
収
に
か
か
る
経
費
を
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

特
別
徴
収
の
手
続
き
な
ど
詳

細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課
　
市
民
税
係

　
内
線
５
１
６
６

プ
ス
の
豊
か
な
自
然
を
満
喫
し

ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
１０
月
２９
日
㈭

　
午
前
８
時
３０
分
〜

　
午
後
４
時
３０
分

※

小
雨
決
行

▼
見
学
場
所
　

　
程
野
山
、
し
ら
び
そ
高
原

▼
集
合
　
午
前
８
時
３０
分

　
飯
伊
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
（
上
郷
別
府
）

※

バ
ス
で
移
動
し
ま
す

▼
持
ち
物
　
作
業
の
で
き
る
支

度
、
雨
具
、
飲
み
物
、
昼
食

※

ハ
イ
ラ
ン
ド
し
ら
び
そ
に
は

食
堂
が
あ
り
ま
す

▼
参
加
費
　

　
１
０
０
円
（
傷
害
保
険
）

▼
募
集
人
員
　４０
人
（
先
着
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切
　
１０
月
２３
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
林
務
課

　
内
線
４
８
６
１
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環境に、健康に、
観光に最適な自転車で、

飯田のまちを
楽しみましょう。

「自転車市民共同利用システム推進事業」
１０月２６日スタート

レンタサイクル事業

お問い合わせ　地球温暖化対策課　内線５２４７

飯田市は、環境モデル都市の取り組みの一環として、CO2排出量の少ない乗り物への転換を進める
とともに「自転車のまち」をめざすために、無料で自転車を貸し出しする「自転車市民共同利用システム
推進事業」を開始します。積極的にご利用ください。

飯田市は、環境モデル都市の取り組みの一環として、CO2排出量の少ない乗り物への転換を進める
とともに「自転車のまち」をめざすために、無料で自転車を貸し出しする「自転車市民共同利用システム
推進事業」を開始します。積極的にご利用ください。

事業の内容

中心市街地に配置する自転車の貸し出しについて

「レンタサイクル利用証」の交付方法について

事業の開始は、平成２１年１０月２６日からです。

中心市街地にある公共施設に電動自転車等を配置して、市民の皆さんに自由に
利用していただき、日常生活における自転車利用の普及推進を図ります。
事業所に電動自転車等をお貸しして、通勤等における自動車からの転換を促進します。
宿泊施設に電動自転車等をお貸しして、自転車によるまちなか観光に活用します。
竜東中学校（環境教育モデル校）に電動自転車を配置して、環境教育のための環境
教材として活用するとともに、遠距離通学者の通学手段等として利用します。

１.

２.
３.
４.

１.

２.

３.

１. 中心市街地における自転車貸出方法について

貸出時間は午前９時～午後５時（午後４時受付終了）と 
し、料金は無料です。（中学生以上対象）

利用をご希望の方は、事前に申請をして「レンタサイ
クル利用証」の交付を受けてください。

｢レンタサイクル利用証｣の登録申請の受付は、１０月
２４、２５日開催の「生活と環境まつり」のイベント会場
（鼎体育館）にて開始します。それ以降の申請は、市

役所地球温暖化対策課で受け付けます。

各貸出場所で「レンタサイクル利用証」を提示すれば、
平日休日にかかわらず貸し出しが可能です。
なお、貸出場所はどこでも構いませんが、貸出場所に
自転車を返却するようにしてください。

①

②

③

④

２.

事業の開始について

中心市街地の次の場所に電動自転車等を配置し、
無料で貸し出します。

なお、市役所、まちなかインフォメーションセンター、
駅前観光案内所では、クロスバイクも貸出します。

※

駅
前
観
光
案
内
所
で
の
事
業
開
始
時

期
は
他
の
場
所
よ
り
遅
く
な
り
ま

す
。

【登録の際は、市役所地球温暖化対策課へ身分証明書を持参してください。】
市民の皆さんを対象とする「レンタサイクル利用証」の交付は、
平日８：３０～１７：３０に市役所地球温暖化対策課で行います。
登録申請書に記載していただき、身分証明書※1で本人確認を行います。
※1.　身分証明書とは、運転免許証、保険証、パスポート、外国人登録証明書、

住民基本台帳カード、身体障害者手帳、在学証明書（生徒手帳、学生証）とします。
※中学生は、保護者の同意が必要となります。

「レンタサイクル利用証」には、電動自転車のみ利用できる「白色の利用証」と、電動自転車・クロスバイク・
マウンテンバイクのすべてが利用できる「青色の利用証」の２種類あります。
「青色の利用証」を希望する場合は、条件を満たした方に発行します。

市役所
美術博物館
市公民館
橋北公民館
橋南公民館
羽場公民館
丸山公民館
東野公民館
まちなかインフォメーションセンター
※駅前観光案内所

１５台
１０台
１台
２台
３台
１台
１台
１台
４台
４台
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※ポタリング…自転車による散策

3人
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長さ 幅

高
さ

対象になるもの

長さ、幅、高さの合計 手数料合計

１５０㎝未満

１５０㎝以上 ２００㎝未満

２００㎝以上 ２５０㎝未満

２５０㎝以上 ３００㎝未満

３００㎝以上 ３５０㎝未満

３５０㎝以上 ４００㎝未満

４００㎝以上 ４５０㎝未満

４５０㎝以上　５００㎝未満

５００㎝以上

１，１５０円

１，８００円

２，４５０円

３，１００円

３，７５０円

４，４００円

５，０５０円

５，７００円

収集しません

受付期間 対象地区

11月2日㈪～9日㈪

12月1日㈫～8日㈫

1月6日㈬～13日㈬

山本、伊賀良

橋北、橋南、羽場、丸山、東野、
松尾、下久堅、上久堅、鼎、

座光寺、上郷、千代、龍江、
竜丘、川路、三穂

上村、南信濃

粗大ゴミの戸別収集を行います

まず回収を希望する粗大ごみの３辺を測り、メモする。
このメモと、右表による手数料を持って対象地区の自
振興センター、市役所環境課窓口でお申し込みください。

▼受付時間　午前８時３０分～午後５時３０分

▼申込受付期間（土・日曜日を除く）

▼申込方法

後日、収集業者が直接ご連絡します。
※収集場所は、２㌧車が入れる場所とします。
　　玄関先、庭先までごみを出していただくようお願いします。

▼収集日時

※手数料には、ごみ処理費用負担分が
　　含まれています。

対象になるもの
応接セット、机、本棚、
大型ステレオ、
大型健康器具など

対象にならないもの
○冷蔵庫、冷凍庫、エアコン、テレビ、衣類乾燥機、
　　洗濯機、パソコン、スプリングマット
　（これらの回収はお問い合わせください）
○農業用や事務用など事業系のもの
○焼却炉

■問い合わせ　環境課　廃棄物対策係　内線5244

※リサイクル料金は、対象品目やメーカーにより、またテレビ、冷蔵庫・冷凍庫は大き
　　さにより料金が違います。(財)家電製品協会家電リサイクル券センターのホーム　
　　ページ (http://www.rkc.aeha.or.jp/text/p＿index.html）でご確認ください。　

※処理方法②（自己搬入）の場合、以前は家電メーカーにより引き　
　　取り場所が分かれていましたが、10月より全メーカーの引き取り　
　　がどちらの指定引取場所でも可能になりました。

家電リサイクル法対象機器の処理方法
②「指定引取場所」へ　　　
　　自己搬入する

①家電販売店に引き取り
　　の処理を依頼する

負
担
費
用

指定引取場所
○液晶テレビ・プラズマテレビ・
　　ブラウン管テレビ
○エアコン
○冷蔵庫・冷凍庫
○洗濯機・衣類乾燥機

家庭から排出された家電製品から、
再利用できる部分や材料をリサイク
ルし、廃棄物を減量するとともに、資
源の有効活用を推進するための法
律です。
消費者は不要になった対象機器を
適正に処理するため、リサイクル料金
とともに回収運搬のための費用を
負担することが定められています。

家電リサイクル法対象機器の処理方法

家電リサイクル法 ◎
次
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
処
理
を
し
て
く
だ
さ
い

◎
対
象
の
家
電
製
品
は
市
で
は
回
収
し
ま
せ
ん　

対象となる機器

◎
次
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
処
理
を
し
て
く
だ
さ
い

◎
対
象
の
家
電
製
品
は
市
で
は
回
収
し
ま
せ
ん

前田産業(株)

上郷別府3341－3

日本通運(株) 飯田支店

北方824-70265(22)2488 0265(25)5470

指定引取場所

①家電販売店に引き取り
　　の処理を依頼する
処理する家電製品を購入した
家電販売店、または買い換えよ
うとする家電販売店に引き取り
処理を依頼してください。

②「指定引取場所」へ　　　
　　自己搬入する

あらかじめ、郵便局でリサイクル
料金を振り込み、リサイクル券を
受領して「指定引取場所」へ自己
搬入してください。

負
担
費
用

○家電リサイクル料金
○運搬費
　　（家電販売店にご確認ください）

○家電リサイクル料金
○料金振込手数料

処
理
方
法

処
理
方
法

■問い合わせ　　　環境課　廃棄物対策係　　内線 ５２４３、５２４４

家庭から発生する粗大ごみのなかで、「集積所に出せない大きさで処分場にも運べない」といった事情で
処分にお困りの方は、有料で戸別収集します。
家庭から発生する粗大ごみのなかで、「集積所に出せない大きさで処分場にも運べない」といった事情で
処分にお困りの方は、有料で戸別収集します。
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●訓練・生活支援給付

住宅の初期費用や就労活動の費用が必要な方は　

■問い合わせ　社会福祉協議会    内線4451

■問い合わせ　ハローワーク　　24-8609

住宅手当緊急特別措置事業のお知らせ

生活費や一時的な資金が必要な方は

産業振興支援課　内線4419
福祉課　内線5316

（１）２年以内に離職した方
（２）離職前に自らの労働により賃金を得て、主として世帯の生計を維持していた方
（３）就労能力及び常用就職の意欲があり、ハローワークへ求職申込を行う方
（４）住宅を喪失している方、または喪失するおそれのある方
　 ※喪失するおそれのある方は下記（５）（６）の要件に該当し賃貸住宅などに入居している方
（５）原則として収入のない方。一時的な収入がある場合には生計を一とする同居の親族の収入の合計
　　 が次の金額以下であること
　　 単身世帯　84，000円    複数世帯  172，000円
（６）生計を一とする同居の親族の預貯金の合計が次の金額以下であること
　　 単身世帯       50万円    複数世帯      100万円
（７）国からの就職安定資金融資、訓練・生活支援給付など雇用施策に関する貸付または給付や
　　 自治体が実施する類似の貸付又は給付等を受けていない方
    ※手当支給期間中は、常用就職に向けた就職活動を行っていただきます。

離職によって住居を喪失又はそのおそれのある方へ

　平成21年10月より、離職してはいるものの就労能力及び就労意欲のある方のうち、住宅を喪失してい

る、または喪失するおそれのある方を対象として、６ヶ月間を限度として住宅手当を支給するとともに、

住宅及び就労機会の確保に向けた支援を行います。

　・住宅入居費　40万円以内
　・生活支援費　２人以上世帯で月20万円以内（単身の場合は15万円以内）※最長１年間
　・一時生活再建費　60万円以内
　※貸付利子・・・連帯保証人を立てる場合は無利子、連帯保証人を立てない場合は年1.5％

　・住宅入居初期費用　　貸付上限額50万円
　・家賃補助費　　　　　貸付上限額36万円（６万円×６ヶ月）

　・生活・就職活動費　　貸付上限額100万円

　・単身者　10万円／月　
　・扶養家族を有する者　12万円／月

３１，８００円（単身世帯）　４１，３００円（複数世帯）●手当の支給上限額・・・
以下の要件全てに該当する方●住宅手当支給対象者・・・

　社会福祉協議会の「生活福祉資金（総合支援資金）」を活用することができます。

●生活福祉資金（総合支援資金）

●就職安定資金融資

■問い合わせ　

※制度の詳細、手当の支給、資金融資を希望される方は各機関へお問い合わせください。

　事業主都合（解雇、雇用期間満了による雇止め）による離職者で住居喪失状態となっている方に対
して、住宅入居初期費用などの資金や、就労機会が確保できるよう融資を受けることができます。

　雇用保険を受給できない方が、職業訓練を受講する場合、訓練期間中の生活費の支給を受けることが
　できます。
●訓練・生活支援給付

2009.10.15［広報いいだ］5



りんご並木歩行者天国りんご並木歩行者天国りんご並木歩行者天国
　１１月の歩行者天国は、りんご並木の収
穫祭と併せて、フリーマーケット、バザー等
を実施するほか、「サイクル・トーク・サロ
ン」を開催します。

▼開催日／１１月８日（日）
▼交通規制時間／午前９時～午後５時
▼規制区間／りんご並木（知久町～通り
町区間）及び本町１丁目
※本町１丁目については、銀座方面から
市営本町駐車場までは通行可。
▼主なイベント（午前１０時～午後４時）
　　りんご並木収穫祭（予定）
　　フリーマーケット、バザー
　　自転車の試乗会、トークショー、市街地散策
　　ポニー乗馬体験
　　音楽ライブ
　　農産物販売
※天候により催しの内容を変更する場合
があります。
■問い合わせ
　商業・市街地活性課　内線４６５０

※雨天の場合は川本美術館周辺にて開催します。

■問い合わせ 動物園
☎0265(22)0416

動物園の休園日
１０月２６日㈪
１１月２日㈪

　４日㈬
９日㈪
１６日㈪
　２４日㈫
３０日㈪

■問い合わせ 動物園
☎0265(22)0416

動物園の休園日
１０月２６日㈪
１１月２日㈪

　４日㈬
９日㈪
１６日㈪
　２４日㈫
３０日㈪

◆車両通行規制区間
○りんご並木（知久町～通り町区間）
○本町１丁目
（りんご並木交差点～市営本町駐車場）
○銀座２丁目および３丁目
※本町１丁目については、銀座方面から市営本
    町駐車場までは通行可。

◆主なイベント（午前１１時から一斉に開始）
○りんご並木
　南信州グルメサミット(食べ物屋台)

○本町１丁目
　インターナショナル・フィギュア・マーケット
　小さな街かど博物館、ぽぉ原画展

○銀座２丁目
　もち投げ、大道芸、音楽ライブ、
　プリンティング・コミュニケーション
○銀座３丁目
　もち投げ、フィギュア色塗りコンテスト
　ふれあい動物園
○知久町１丁目（横町）
　食べもの屋台と縁日（予定）

○川本喜八郎人形美術館ほか
　阿修羅フィギュアの原形展示ほか

11月3日（祝）11月3日（祝）
◆車両通行規制区間
○りんご並木（知久町～通り町区間）
○本町１丁目
（りんご並木交差点～市営本町駐車場）
○銀座２丁目および３丁目
※本町１丁目については、銀座方面から市営本  
    町駐車場までは通行可。

◆交通規制時間
○午前１０時～午後５時

◆交通規制時間
○午前１０時～午後５時

昨年のもちなげの様子昨年のもちなげの様子

■問い合わせ　
   まちなか賑わいフェスティバル実行委員会
　事務局（商業・市街地活性課）内線4650

2009丘のまちフェスティバル丘のまちフェスティバル丘のまちフェスティバル飯田飯田飯田 2009

　
最
低
賃
金
制
度
は
、
最
低
賃

金
法
に
基
づ
き
国
が
賃
金
の
最

低
額
を
定
め
、
使
用
者
は
そ
の

金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
制
度
で
す
。

　
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
の
雇
用
形
態
や
呼
称
の

違
い
に
関
わ
ら
ず
、
県
内
の
事

業
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者

と
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用

し
て
い
る
全
て
の
使
用
者
に
適

用
さ
れ
る「
長
野
県
最
低
賃
金
」

が
平
成
２１
年
１０
月
１
日
か
ら
時

間
額
６
８
１
円
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
賃
金
の
確

認
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
対
象
と
な
る
賃
金
は

通
常
の
労
働
時
間
・
労
働
日
に

対
応
す
る
賃
金
で
、
臨
時
に
支

払
わ
れ
る
賃
金
、
割
増
賃
金
、

通
勤
手
当
及
び
家
族
手
当
な
ど

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
長
野
労
働
局

　
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
２
６（
２
２
３
）０
５
５
５

　
飯
田
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
２
６
５（
２
２
）２
６
３
５

県
内
の
最
低
賃
金

　
落
ち
葉
、
剪
定
枝
、
草
な
ど

を
燃
や
す
際
の
煙
や
臭
い
の
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
農
作
業
で
の
稲
わ
ら
や
土
手

草
な
ど
の
焼
却
を
含
め
野
外
で

燃
や
す
場
合
に
は
、
よ
く
乾
か

し
、
燃
や
す
時
間
、
風
向
き
な

ど
周
囲
の
状
況
を
十
分
に
考
慮

し
、
ご
近
所
の
皆
さ
ん
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
安
全
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
火
災
と
間
違
わ
れ
る

よ
う
な
た
き
火
な
ど
を
す
る
場

落
ち
葉
な
ど
の
焼
却

合
は
事
前
に
最
寄
り
の
消
防
署

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課
　
環
境
保
全
係

　
内
線
５
２
４
８

［広報いいだ］2009.10.15 6



りんご庁舎３階
本町１丁目再開発ビル

会 議 室
市 民 サ ロ ン
子どもサロン
インターネット利用

午前９時００分～午後１０時
午前８時３０分～午後１０時
午前８時３０分～午後７時（原則）
午前８時３０分～午後１０時

会 議 室
市 民 サ ロ ン
子どもサロン
インターネット利用

午前９時００分～午後１０時
午前８時３０分～午後１０時
午前８時３０分～午後７時（原則）
午前８時３０分～午後１０時

■申し込み・問い合わせ　男女共同参画課　内線５３５１

ご利用可能な施設・時間

作品展や

コンサートもＯ
Ｋ！

作品展や

コンサートもＯ
Ｋ！

　
土
地
利
用
計
画
・
都
市
計
画

の
審
議
に
市
民
の
立
場
で
意
見

を
述
べ
て
い
た
だ
く
委
員
を
公

募
し
ま
す
。

※

会
議
は
公
開
で
行
い
、
委
員

と
し
て
表
明
さ
れ
た
意
見
は

公
表
し
ま
す
。

▼
公
募
人
数
　
３
人
以
内

▼
応
募
資
格
　

　
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
方

○
平
成
２１
年
４
月
１
日
現
在
、

２０
歳
以
上
の
方

○
土
地
利
用
計
画
・
都
市
計
画

に
関
心
の
あ
る
方

○
平
日
昼
間
に
開
催
す
る
会
議

に
出
席
で
き
る
方

※

公
務
員
の
方
は
応
募
で
き
ま

せ
ん

▼
任
期
　
平
成
２１
年
１２
月
１５
日

か
ら
２
年
間

土
地
利
用
計
画
審
議
会・

都
市
計
画
審
議
会
委
員

▼
募
集
期
間

　
１０
月
１４
日
㈬
〜
１０
月
２８
日
㈬

▼
採
用
人
員

○
航
海
　
約
１０
人

○
機
関
　
約
１０
人

○
通
信
・
技
術
　
約
１０
人

○
飛
行
　
若
干
名

▼
試
験
日
　

○
第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
）

１１
月
１５
日
㈰

○
第
２
次
試
験
（
人
物
試
験
・

身
体
検
査
な
ど
）

　
１１
月
１６
日
㈪

○
実
技
試
験
（
飛
行
の
み
）

　
１２
月
１
日
㈫

※

募
集
要
項
、
申
込
方
法
な
ど

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
第
九
管
区
海
上
保
安
本
部

　
総
務
部
　
人
事
課

　
☎
０
２
５（
２
４
４
）５
０
４
０

　
海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w
w
.kaiho.m

lit.go.jp/

海
上
保
安
庁
職
員
募
集

　美
術
博
物
館
の
喫
茶
室
を
運

営
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
決
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
現
地
説
明
会

　
１１
月
５
日
㈭
　
午
後
４
時
〜

○
応
募
書
類
の
提
出
期
間

　
１０
月
１０
日
㈯
〜
１１
月
１５
日
㈰

○
１
次
審
査
（
書
類
）
結
果
の

通
知
　
１１
月
１８
日
㈬

美
術
博
物
館「
喫
茶
室
」

運
営
事
業
者

○
２
次
審
査
（
面
接
）　

　
１
次
審
査
結
果
と
合
わ
せ
て

合
格
者
に
通
知

○
２
次
審
査
結
果
の
通
知

　
１１
月
末

○
許
可
申
請
の
受
付
　
１２
月
中

○
許
可
日
　

　
申
請
書
受
付
後
、
相
当
期
間

の
経
過
後
の
日
　

○
許
可
開
始
日

　
許
可
日
以
後
、
教
育
委
員
会

が
定
め
る
日

▼
申
込
方
法

　
募
集
要
項
を
確
認
の
上
、
提

出
書
類
を
美
術
博
物
館
へ
持

参
い
た
だ
く
か
郵
送
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※

募
集
要
項
、
提
出
書
類
は
美

術
博
物
館
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○h
ttp://w

w
w
.iid
a-m
u
seu
m
.

　o
rg
/

▼
質
問
書
の
提
出

　
書
類
を
提
出
す
る
う
え
で
質

問
が
あ
る
場
合
は
、
様
式
第

５
号
の
質
問
書
に
よ
り
持
参

し
て
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
質
問
書
受
付
期
間

　
１１
月
１０
日
㈫
ま
で

▼
応
募
方
法
　

　
応
募
用
紙
お
よ
び
次
の
テ
ー

マ
で
１
２
０
０
文
字
以
内
に

ま
と
め
た
作
文（
任
意
様
式
）

を
都
市
・
地
域
計
画
課
へ
持

参
し
て
い
た
だ
く
か
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
作
文
の
テ
ー
マ

　
「
飯
田
市
の
土
地
利
用
計

画
・
都
市
計
画
へ
の
提
言
」

※

応
募
要
項
、
応
募
用
紙
は
、

都
市
・
地
域
計
画
課
、
市
役

所
２
階
行
政
資
料
コ
ー
ナ

ー
、
各
自
治
振
興
セ
ン
タ

ー
、
り
ん
ご
庁
舎
市
民
証
明

コ
ー
ナ
ー
、
飯
田
市
公
民

館
、
橋
北
・
橋
南
・
羽
場
・

丸
山
・
東
野
公
民
館
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

　
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
応
募
期
間
　

　
１０
月
１５
日
㈭
〜

　
１１
月
５
日
㈭
（
消
印
有
効
）

▼
選
考
方
法
　
作
文
の
内
容
か

ら
選
考
し
、
１１
月
下
旬
こ
ろ

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
３
９
５―

８
５
０
１

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４

　
都
市
・
地
域
計
画
課

　
土
地
利
用
計
画
係

　
内
線
２
７
４
３

　
　
０
２
６
５（
５
２
）１
１
３
３

　
to

sh
ich
iik
i@
city
.iid
a
.  

n
ag
an
o
.jp

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
３
９
５―

０
０
０
４

　
追
手
町
２―

６
５
５―

７

　
美
術
博
物
館
　
庶
務
係

　
☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

　
　
０
２
６
５（
２
２
）５
２
５
２

　
k

ik
u
jid
o
u
@
city
.iid
a
.

　

n
ag
an
o
.jp
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№ 区分 講 　座 　名 講　　　座　　　概　　　要

1 財政 飯田市の財政状況について 予算、決算をもとに歳入内訳や歳出内訳などの財政状況や、国全体の財政運営によってどのような影響
を受けているか、また、市が取り組んでいる主要な事業などについて説明します。

2 社会 男女共同参画社会
これからの地域づくり

「第４次飯田市男女共同参画計画『ともに進める２１いいだプラン』」について説明します。

3 社会 悪質商法にご注意 飯田消費生活センターの相談員が、苦情相談とその対処方法について実例をあげてお話しします。

4 社会 飯田市の国際交流・多文化
共生

飯田市に在住する外国籍市民を取り巻く現状や課題、共に生活していくことの意義について、また、飯田
市の国際交流の方向について考えます。

5 交通 交通安全教室 交通安全に関して知りたいことや体験したいことがあれば気軽に声をかけてください。内容については、
要望を伺った上で相談しながら、より効果のあるものにしたいと考えています。

6 市政 第５次飯田市基本構想基本
計画

第５次飯田市基本構想基本計画の進行状況はどうなっているのか理解することを通じて飯田市のまち
づくりの現状と課題を考えます。

7 市政 定住自立圏構想について 定住自立圏は合併とは異なり、また広域連合の取り組みの上に立って、市と町・村が、それぞれ課題とす
る特定の分野やテーマについて、相互に連携してメリットを創出していくものです。

8 市政 三遠南信地域連携について
平成２０年３月に地域住民をはじめ、大学、経済界、行政など、圏域の発展を願う様々な関係者が力を合わせ「三遠南信
地域連携ビジョン」を策定しました。この地域連携ビジョンでは、地域の将来像を「三遠南信２５０万流域都市圏の創造」
としました。

9 市政 地域情報化と電子自治体 「飯田市情報化基本計画２００８」にもとづき、飯田市が目指す地域の情報化政策、電子自治体構想につ
いて説明します。

10 健康 転倒予防の運動 転倒防止に焦点をあてた体操を行うことにより、運動機能を向上させ転ばない体を作るための高齢者
向けの体操を紹介します。

1

2

3

「生涯学習まちづくり学びあい講座」「生涯学習まちづくり学びあい講座」「生涯学習まちづくり学びあい講座」
生涯学習まちづくり学びあい講座とは･･･

市民の皆さんの元に市職員が出向き、市の業務などについて説明します。
知りたいことや聞きたいことを、以下の講座にあるメニューの中から選んでリクエストしてください。
行政の取り組みや様々な情報を担当者が直接お話しします。
この講座は、情報交換を行い学びあう場を通して、「まちづくり」や「なかまづくり」を応援するシステムです。

　申込みができるのは…
・市内に居住しているか、勤務または通学している１０人以上の
方で構成された団体。
・公民館、会社、学校、PTA、婦人会、高齢者クラブ、各種サーク
ル等の団体で是非ご利用ください。

　開催日時と場所は…

・原則として、午前１０時から午後９時までの間で、おおむね２時
間以内です。平日開催が原則ですが、土・日、祝祭日について
もご相談に応じます。
・開催場所は飯田市内に限ります。会場の手配や準備につきま
しては、申し込まれた皆さんでお願いいたします。

　講師への費用は…

・講師料は無料です。
・ただし、講座によっては材料費など実費が必要な場合があり
ます。

　申し込み方法は…
・講座を開催する２週間前までに、所定の申込書に必要事項を
記入のうえ、右記の申し込み先へ申し込んでください （FAX・
Eメール可）
・申込書は、市役所受付、自治振興センター、公民館、図書館の
各窓口に用意してあります。
・なお、担当課の業務や講師となる職員の日程などの関係で、
開催日時などの希望に添えない場合がございますので、ご了
承ください。

　申し込みや利用をお断りする場合があります…

　　　　公の秩序を乱し、または善良な風俗を阻害するお
　　それのある場合。

　　　　政治、宗教または営利を目的として行うおそれの
　　ある場合。

　　　　学びあい講座の趣旨に反すると認められた場合。

　申し込み先、問い合わせ先

〒３９５－８５０１　飯田市大久保町２５３４
飯田市教育委員会
生涯学習・スポーツ課地育力向上係
　　　２２－４５１１（内線３５７９）
　　　２２－７９６９
　　　shougai@city.iida.nagano.jp

メニュー一覧表は以下をご覧ください。

なお、ここにないメニューでも、「こんなことが知り

たい」「こんなことについて学びたい」というご要

望があればご相談ください。（受けられない場合

もございますので、あらかじめご了承ください。）

　　　shougai@city.iida.nagano.jp
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№ 区分 講 　座 　名 講　　　座　　　概　　　要

１１ 健康 バランス食の話と調理実習 食に関する知識を高め、実習を通して自分で作って食べることにより楽しさを実感し、家庭での食事を見
直していきます。

１２ 健康 内臓脂肪の蓄積から始まる
生活習慣病を防ごう

生活習慣病予防のための運動、食生活、禁煙等について紹介します。

１３ 健康 ずくバンド運動 「老後は脚から」といわれています。筋力づくりのため、ゴムバンドを使った「ずくバンド運動」を紹介します。

１４ 健康 お口の健康 歯という視点だけでなく口腔機能としてとらえていただき、生涯おいしく楽しく安全な食生活が送れるよ
う、口の健康についてお話しします。

１５ 福祉 飯田市の高齢者福祉サービ
スについて

飯田市の高齢者人口、高齢者サービスについて説明します。

１６ 福祉 介護保険制度について 介護保険制度の仕組み、保険料、認定からサービス利用までの流れに沿った利用法を説明します。

１７ 水道 上・下水道料金の仕組みに
ついて

上・下水道料金の体系及び使途をわかりやすく説明します。

１８ 交通 地域公共交通の改善につ
いて

地域特性にあった持続可能な地域公共交通システムの構築を目指しています。

１９ 食育 子どもの健康と食農教育 子どもたちが命を育む食とそれらを生み出す農業の大切さについて理解を深め、地域の人とのふれあい
の中で、生産から調理して食べるまでの一連の体験をする機会を増やしていきましょう。

２０ 農林「顔が見える地元の野菜」を目指して
地元の野菜をみんなで楽しみませんか？「触れる」「味わう」「楽しむ」「活かす」の4つのキーワードをもとに
「みんなで育てる地の野菜」という活動が始まっています。

２１農林 野生鳥獣による被害と対策 飯田市では被害を押さえるための防護柵の設置や猟友会による有害鳥獣捕獲などを行っています。
どのような事態が増えているのかを知り、何ができるのかを一緒に考えてみませんか。

２２ 建設 土地利用の話～より快適な生
活環境を作っていくために～

「住み続けたいまち　住んでみたいまち　飯田」の実現に向けて、特性と個性を生かした地域づくりを進め
るための仕組みについて説明します。

２３ 教育「結い　トライ　アングル」の取り組み
中学生の職場体験を中心にキャリア教育を推進しています。地域の資源と人材を活かした総合的な学
習活動として取り組んでいます。

２４ 教育「わが家の結いタイム」の取り組みについて
教育委員会で取り組んでいる家庭教育啓発活動「わが家の結いタイム」について、その取り組み内容を
説明します。

２５ 教育「地育力向上連携システム推進計画」について
「地育力」とは「飯田の資源を活かして、飯田の価値と独自性に自信と誇りを持つ人を育む力」です。地
育力向上のための様々な取り組み（推進計画）について説明します。

２６ 教育 お城探検 飯田下伊那に残る戦国時代の山城を実際に歩き、お城の役割、構造、歴史などを説明します。

２７ 教育 幼児と親のための読書会 親子で絵本や童歌遊びを楽しんでみましょう。読むときのポイントや、お薦めの本の紹介もあります。

２８ 教育 読み聞かせの会 絵本の読み聞かせ、紙芝居、パネルシアター、ブックトークなどを組み合わせた内容で、子どもたちを楽し
い本の世界に案内します。

２９ 教育 子どもの本についての勉強会 長年読み継がれてきた子どもの本を踏まえた児童文学を学ぶことで子どもの本について考えていきます。

３０ 教育 特殊資料学習講座
「菱田春草」

春草の一生をわかりやすく描いた紙芝居の上演と、解説付きのスライドで春草の作品をご紹介します。

３１教育 特殊資料学習講座
「堀家」所蔵古書

飯田城主の堀氏が所蔵していた古書の解説。その概要と見所をお伝えします。

３２ 教育 長野県の文明開化 明治のはじめに流行した文明開化の現象は、どのような意味を持っていたのでしょうか？
現在の長野県での事例をもとに考えていきたいと思います。

３３ 教育 歴史的建造物について 飯田下伊那に残る歴史的建造物（民家、社寺等）を紹介し、歴史、文化について考えます。

３４ 教育 歴史資料の調査と保存 歴史研究所で調査している資料は、どのような手順で整理され、保存されていくのか、具体的な事例を
提示しながらご紹介いたします。

３５ 教育 戦前期における海外移民と
下伊那への人の流れ

満州移民が本格化する以前の海外移民と下伊那への流入について考えます。

３６ 教育 本棟造と養蚕民家 飯田下伊那に残る近世から近代の民家について説明します。本棟造りは、中南信特有の建築形式であ
り、養蚕民家は養蚕業の影響を大きく受けた民家です。

３７ 教育 江戸時代の飯田町と上飯
田村

江戸時代の飯田町や上飯田村での行政、産業、出来事を、資料にもとづき考えます。

３８ 教育 古島敏雄の人と学問 飯田出身の歴史家の古島敏雄の経歴を取り上げながら、古島の学問の特徴と学術的な影響について
考えていきます。

３９ 教育 飯田下伊那の満州移民 全国的にも多くの満州移民を送り出した飯田下伊那地域。当時の背景も踏まえながら、移民事業の推
移とその影響などについて考えます。

４０ 消防 火災からの避難ポイントと
住宅用火災報知器について

火災から避難するポイント、煙の危険性、住宅用火災報知器の必要性や作動したときの対処法などを再
確認し、いざというときに備えましょう。

４１消防 応急手当普及講習会“救急車
到着まで9分間にできること”

飯田広域消防では、３時間・４時間・８時間コースの応急手当普通講習会を通年行っています。
５名以上でお申し込みください。
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歴
史
研
究
所
発
刊
の
「
史
料

で
読
む
飯
田
・
下
伊
那
の
歴
史

１
松
尾
大
森
本
の
家
と
周
辺
の

社
会
」
を
素
材
に
し
た
講
座
で

す
。
第
１
回
目
は
鳩
ヶ
宮
八
幡

宮
と
嶋
田
村
の
関
係
に
つ
い
て

境
内
の
森
を
中
心
に
解
説
し
ま

す
。

▼
テ
ー
マ

　
八
幡
宮
と
嶋
田
村

▼
日
時

　
１０
月
３１
日
㈯

　
午
後
２
時
〜
４
時

▼
場
所

　
松
尾
公
民
館
講
座
室

▼
講
師

　
竹
ノ
内
雅
人
（
研
究
員
）

▼
問
い
合
わ
せ

　
歴
史
研
究
所

　
☎
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

歴
史
研
究
所

地
域
史
講
座

第
33
回
シ
ル
バ
ー
パ
ソ

コ
ン
教
室

美
博
の
自
然
講
座

日
程
等
の
変
更

美
博
の
天
文
講
演
会

勾
玉
を
作
っ
て
み
よ
う

上
郷
考
古
博
物
館

秋
季
企
画
展

　
１０
月
１５
日
に
予
定
し
て
い
ま

し
た
自
然
講
座
は
、
都
合
に
よ

り
次
の
よ
う
に
変
更
い
た
し
ま

す
。

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
６０
歳
以

上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加

　
ド
ー
ム
い
っ
ぱ
い
に
星
や
映

像
を
映
し
出
し
、
宇
宙
旅
行
を

疑
似
体
験
し
な
が
ら
天
文
を
楽

し
み
ま
す
。
だ
れ
で
も
無
料
で

参
加
で
き
ま
す
。

▼
テ
ー
マ
　
超
臨
場
感
シ
ア

タ
ー
で
飯
田
か
ら
宇
宙
へ

▼
日
時
　

　
１０
月
２４
日
㈯

　
午
後
４
時
３０
分
〜
６
時

▼
場
所
　
美
術
博
物
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

▼
講
師
　
尾
久
土
正
己
さ
ん

　（
和
歌
山
大
学
教
授
）

▼
定
員
　
１
２
０
人
（
先
着
）

※

午
後
３
時
か
ら
の
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
一
般
投
影
は
お
休
み

　「
南
信
州
の
山
城―

戦
国
に

生
き
た
人
び
と―

」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
戦
国
時
代
を
中
心
に
発
掘
さ

れ
た
遺
物
な
ど
か
ら
、城
や
館
、

そ
こ
に
暮
ら
し
た
人
び
と
の
営

み
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
期
間
　
１１
月
２９
日
㈰
ま
で

▼
場
所
　

　
上
郷
考
古
博
物
館

▼
付
属
事
業

　
第
３
回
企
画
展
講
座

○
日
時

　
１１
月
１５
日
㈰

　
午
後
１
時
３０
分
〜

○
場
所
　

　
上
郷
考
古
博
物
館

○
内
容

　「
南
信
州
に
お
け
る
中
世
山

城
の
全
面
発
掘―

飯
田
市

鶯
ヶ
城
跡
の
調
査
か
ら―

」

○
講
師
　
河
西
克
造
さ
ん

　（
㈶
長
野
県
文
化
振
興
事
業

団
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
）

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

　
☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

　
柔
ら
か
く
て
加
工
し
や
す
い

石
で
勾
玉
づ
く
り
に
挑
戦
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
　
小
学
生
以
上

　（
親
子
で
の
参
加
可
）

▼
日
時

　
１１
月
８
日
㈰

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

▼
場
所
　
上
郷
考
古
博
物
館

▼
参
加
費

　
小
・
中
学
生
　
３
０
０
円

　
高
校
生
以
上
　
４
０
０
円

▼
定
員
　
３０
人

▼
申
込
方
法

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

年
齢
を
明
記
の
上
、
往
復
は

が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　
１１
月
３
日
㈷
（
必
着
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
３
９
５―

０
０
０
３

　
上
郷
別
府
２
４
２
８―

１

　
上
郷
考
古
博
物
館

　
☎
０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５

　
kouko@

iida-m
useum

.org

で
き
ま
す
。

　
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　

　
１２
月
５
日
㈯
〜
３
月
２７
日
㈯

（
毎
週
土
曜
日
）

※

１
月
２
日
㈯
は
休
み

※

全
１６
回

　
午
前
１０
時
〜
正
午

▼
場
所
　
飯
田
ゆ
め
み
ら
い
Ｉ

Ｃ
Ｔ
カ
レ
ッ
ジ
（
松
尾
明
）

▼
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
（
ワ
ー

ド
、
エ
ク
セ
ル
）、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
基
礎

▼
受
講
料
　

　
２
万
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

▼
定
員
　
２０
人

▼
申
込
方
法
　

　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
締
切
　

　
１１
月
６
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
介
護
高
齢
課

　
内
線
５
３
８
２

▼
問
い
合
わ
せ

　
上
郷
考
古
博
物
館

　
☎
０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５

▼
テ
ー
マ
　
礫
層
か
ら
み
た
中

央
ア
ル
プ
ス
太
田
切
川
流
域

の
地
形

▼
日
時
　
１０
月
２９
日
㈭

　
午
後
７
時
〜
９
時

▼
場
所

　
美
術
博
物
館
科
学
工
作
室

▼
講
師
　
下
平
眞
樹
さ
ん

　（
赤
穂
中
学
校
教
諭
）

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

　
☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

れ
き

そ
う
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日本語支援者養成講座
学習項目テーマ回

１ 概論
・外国語としての日本語
・日本語教室の必要性 ・国語と日本語

・飯田の活動の様子
・ボランティア教室の運営

２ 地域の現状

３ 異文化
コミュニケーション

・異文化コミュニケーションスキル

４ 年少者の日本語
・学校現場の外国籍の子どもたち
・日本語と母語 ・年少者に教えること

５ 教材 ・教材の選び方、使い方
・独自教材、身近な教材

６ 外国人からの視点 ・外国人が必要としていること

７・８ 日本語１・日本語２・日本語文法基礎知識１・２

９ 教授法１
・日本語学校とボランティア教室
・教え方あれこれ

教授法２１０ ・文字と表記の指導
・発音の指導

１１ 実践に向けて ・ワークショップ

１２～１５実習 ・指導の実際

結い（UI）ターン

UターンIターンを応援します。
お気軽にご相談下さい。

■問い合わせ
結いターンキャリアデザイン室 内線３５１２
http://www.yuiturn.net/
yuiturn@city.iida.nagano.jp

　
地
域
で
生
活
し
て
い
る
外
国

籍
市
民
（
子
ど
も
を
含
む
）
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室
等
で
日
本

語
を
教
え
る
指
導
者
を
養
成
す

る
講
座
で
す
。
基
礎
的
な
知
識

や
技
術
を
習
得
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

▼
対
象
　

○
現
在
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

   

と
し
て
活
動
し
て
い
る
方

○
今
後
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
と
し
て
活
動
す
る
意
欲
の
あ

る
方

日
本
語
支
援
者

養
成
講
座

　
１０
月
は
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン

月
間
で
す
。
家
庭
用
や
工
業
用

の
電
気
製
品
か
ら
発
生
す
る
雑

音
、
不
法
電
波
や
高
層
建
築
物

な
ど
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
受
信
障
害
で
お
困
り
の
方

は
、
総
務
省
信
越
総
合
通
信
局

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
窓
口

○
不
法
電
波
が
原
因
と
思
わ
れ

る
障
害

　
☎
０
２
６（
２
３
４
）９
９
７
６

　（
監
視
調
査
課
）

○
そ
の
他
の
障
害

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の

受
信
障
害
に
関
す
る
相
談

　
戦
傷
病
者
・
戦
没
者
の
遺
族

を
対
象
に
し
た
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
日
ご
ろ
お
困
り
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
に
は
戦
傷
病
者

相
談
員
、
戦
没
者
遺
族
相
談
員

が
対
応
し
ま
す
。

▼
日
時
　
１１
月
１１
日
㈬

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

▼
場
所
　

　
り
ん
ご
庁
舎
会
議
室
３

▼
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
　
地
域
福
祉
係
　

　
内
線
５
３
７
３

戦
傷
病
者
・
戦
没
者

遺
族
援
護
相
談
所

　
雇
用
や
労
働
条
件
な
ど
に
疑

問
や
悩
み
が
あ
る
方
、
人
事
・

労
務
管
理
上
の
問
題
な
ど
に
悩

み
が
あ
る
事
業
所
の
方
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
南
信
労
政
事
務
所
の
労
働
相

談
員
が
公
正
・
中
立
な
立
場
で

巡
回
労
働
相
談
窓
口

○
日
本
語
以
外
の
母
語
を
使
用

し
学
校
な
ど
に
お
い
て
日
本

語
指
導
を
行
っ
て
い
る
方
、

ま
た
指
導
者
を
目
指
し
て
い

る
方

▼
開
講
期
間
　

・
１１
月
か
ら
平
成
２２
年
３
月
の

毎
週
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日

・
計
１５
回

・
１
講
座
２
時
間
程
度

▼
講
座
内
容
　
左
表

▼
会
場
　
飯
田
市
公
民
館

▼
定
員
　
３０
人

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
方
法
　

　
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
、
氏
名
、
住
所
、
連
絡

先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※

託
児
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希

望
す
る
方
は
合
わ
せ
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切
　
１０
月
３０
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
市
公
民
館

　
☎
０
２
６
５（
２
２
）１
１
３
２

　
　
０
２
６
５（
２
２
）１
０
２
２

　
ic9268@

city.iida.nagano.jp

　
☎
０
２
６（
２
３
４
）９
９
９
１

　（
受
信
障
害
対
策
官
）

▼
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課
　
環
境
保
全
係

　
内
線
５
２
４
８

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
窓
口
開
設
日
　
１１
月
か
ら
３

月
の
第
１
・
第
３
木
曜
日

▼
時
間

　
午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
所

　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
東
栄
町
）

▼
申
込
方
法

　
毎
月
第
１
木
曜
日
に
希
望
さ

れ
る
方
は
、
前
日
の
午
後
５

時
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
毎
月
第
３
木
曜
日
を
希
望
さ

れ
る
方
は
申
し
込
み
不
要
で

す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
長
野
県
南
信
労
政
事
務
所

　
☎
０
２
６
５（
７
６
）６
８
３
３

　
産
業
振
興
支
援
課

　
労
政
雇
用
人
材
誘
導
係

　
☎
０
２
６
５（
５
３
）６
０
７
８
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ほっとらいんIIDA

●機器の故障は局番なしの113（NTT）

市議会開会中（午前10時
〜終了まで）は、議会中
継を放映します。

飯田エフエム放送 ケーブルテレビ

放送曜日 番　組　名 第何週 内　　　容
ほのぼの飯田 毎週 動物園・子どもの森公園・かわらんべの情報
公民館リレー 1 上村公民館の活動の紹介
広報いいだの紹介 2 「広報いいだ」１日号の紹介
さわやか健康 3 健康に関しての番組
くらしと環境 4 環境活動の紹介
市役所情報 毎週 市役所各課からの広報
子育て大好き 1 子育てに役立つ情報
ニュースイン119 2 消防署と消防団による消防広報
市民の安全110番 3 安全に関する情報広報
消費生活メモ 4 消費生活に関する情報番組
保育園だより 毎週
本の散歩道 1 本の読み聞かせ
伊那谷の自然 2 伊那谷の動植物、季節の変化などの紹介
伊那谷の歴史 3 飯田下伊那の歴史の一幕にスポット
ふれあい福祉 4 ボランティア・催し物・行事など紹介
小学校だより 毎週 龍江・上郷・座光寺・伊賀良小学校の紹介
市立病院だより 1 市立病院医師のお話
サークル紹介 2
大好き農業 3 農業に関係した活動や事業の紹介
いきいきライフ 4 いきいきと暮らす高齢者などの紹介
中学校だより 毎週 高陵・鼎・緑ヶ丘・竜峡中学校の紹介
観光情報 1 飯田の観光情報の紹介

文化会館の事業の紹介
美術博物館・考古博物館の催し物の紹介
図書館の行事や話題の本などの紹介

木曜日

金曜日 いいだ、文化の窓
（文化会館・美博
　図書館情報）

２
〜
4

月曜日

火曜日

水曜日

「かざこし歳時記」１１月番組表

さくら・明星・高松・あすなろ保育園の紹介

橋南公民館のグループやサークルの紹介

大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。古紙配合率100％白色度70％の再生紙

発行・編集：飯田市役所企画部秘書広報文書課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４ ☎０２６５（２２）４５１１  　０２６５（５３）４５１１●公式ウェブサイト http://www.city.iida.lg.jp/

飯田市の人口（9/1現在）■人口＝105,808人（前月比－16）男50,653人／女55,155人  ■世帯＝37,800戸（前月比－3）

ほっとらいんＩＩＤＡ

チャンネル

お知らせ
　6：00　12：15　15：00　19：30
お知らせ再送
　6：15　12：30　15：15　19：45
ＮＨＫニュース　７：00　11：50　  14：55
※市議会開会中は、議会中継をお送りします。

いいだＦＭ放送再送　6：00～20：30

１チャンネル

２２チャンネル

３チャンネル

４４チャンネル

内容・時間

■テレビ広報
 ○飯田市の政策や行事などを紹介します。

■市民だより
 ○市からのお知らせをお届けします。
　月～金曜日　7:20　9:20　18:20　19:20　22:20　23:20
　土・日曜日　7:20　9:20　18:20　19:20　22:20

放送日 放送時間

713713チャンネルデジタル

２２チャンネルアナログ

714714チャンネルデジタル

55チャンネルアナログ

■広報いいだの風
 ○飯田市からのお知らせ
　月～金曜日
　 7：10～  8：53～ 12：53～
　14：53～ 16：53～ 18：53～
　土・日曜日
　 7：10～ 12：10～ 17：10～

■かざこし歳時記
 ○飯田市企画番組
　月～金曜日
　 6：43～ 6：58
　19：43～19：58（再）
　12：38～12：53
　16：38～16：53（再）

76.376.3 ＭＨｚＦＭ

１１月２１日～２２日

１１月１６日～２０日 ９：３０～ １２：００～ １８：３０～

９：３０～ １２：００～ １８：３０～

１９：３０～ ２２：３０～

１９：３０～

各種相談所 相談は無料、秘密は厳守します。

相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ

家庭児童相談

教 育 相 談

行 政 相 談

結 婚 相 談

こころの相談日

障害のある方
または

ご家族の相談

消 費 者 相 談
（多重債務相談を含む）

ジョブカフェいいだ
若年者就業相談

経営再建相談

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０ りんご庁舎２階

子育て支援課
内線５３０１

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

教育委員会棟
３　階

教育相談室
内線３５８１

専用電話（ＦＡＸ兼用）
☎０２６５（５３）８７３０

１１月１０日㈫
１３：００～１６：００ りんご庁舎３階

地域づくり・庶務課
内線２１１１

１１月８日㈰
１１月１５日㈰
１３：３０～１６：３０
受付１５：３０まで

さんとぴあ飯田
（福祉会館・東栄町）
※本人の相談が原則
　写真１枚が必要

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０

 １０月２６日㈪
１１月９日㈪

１３：３０～、１５：００～

市役所
保 健 センター

保健課
内線５５１５
（予約制）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

さんとぴあ飯田
飯伊圏域障害者
総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０ りんご庁舎３階

男女共同参画課
内線５３５２

毎週月～金曜日
９：００～１７：００
受付１５：３０まで

りんご庁舎３階 ジョブカフェいいだ
☎０２６５（５３）８９６６

１１月２６日㈭
１２：３０～１５：００

飯田商工会館 相談室
（飯田バスターミナルビル）

飯田商工会議所
中小企業相談所
☎０２６５（２４）１５００

相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ

高齢者福祉相談
高齢者介護相談

毎週金曜日
１３：００～１７：００

市民証明コーナー
（りんご庁舎２階）

毎週水曜日
１３：００～１７：００

毎週火・木曜日
１３：００～１７：００

中 国 語

ポルトガル語
外国人総合相談窓口
（市役所本庁舎１階） 男女共同参画課

内線５３５１

法律相談
１１月１７日㈫
１３：３０～１６：３０

りんご庁舎３階 男女共同参画課
内線５３５１（予約制）

悩みごと
毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

りんご庁舎２階 子育て支援課
内線５３４７

法 律 相 談
（現在係争中のものは除く）

毎月第２金曜日
１３：００～１７：００

さんとぴあ飯田
社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（予約制）

一 般
毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

特 別
毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで さんとぴあ飯田 社会福祉協議会

☎０２６５（５３）３１８０

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

りんご庁舎２階 介護高齢課
内線５３８３

外
国
語
相
談

心
配
ご
と
相
談

女
性
の
た
め

の

相

談
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